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１ 令和７年度 特色選抜 合否判定基準 
沖縄県立北部農林高等学校 

１．出願要件 

  後掲する「３ 特色選抜［入学者選抜における求める生徒像・選抜方法］」の備考欄に

記載されている。出願要件に合致しない場合は審議の対象としない。 

 

２．配点【合計７５０点】 

 (1) 学力検査（配点 ２５０点） 

    一般選抜の学力検査（各教科配点 60点）のうち、思考力等を問う記述式問題以外の

得点（各教科配点 50点）を成績として取り扱う。 

 

(2) 調査書【配点 ２５０点】 

ア. 教科の評定（配点 １３５点） 

調査書中の１年～３年までの９教科の評定を合計し、評定合計点とする。 

  イ. 特別活動（配点 ４０点） 

    調査書中の特別活動の記録、行動の記録について、「〇」の数に応じて加算する。 

ウ. 部活動・資格取得等（配点 ７５点） 

  調査書に記載された実績のうち、「本人が取得・出場したことを証明する書類の写し」

が提出された 1項目(1 つの大会、1つの検定等)について、後掲の「部活動・資格取

得等のランク表」をもとにして得点を加算する。 

 

（3）口頭試問【全日制課程：配点２５０点、 定時制課程：配点１００点】 

   評価の観点・・・応答内容、態度・言葉遣い・服装容疑など 

  ア. 基本質問（配点 ５０点） 

    受験番号、出身中学校、氏名、志望理由、中学校での活動状況、高校生活の抱負な

どに関する５つの質問。 

  イ. 口頭試問（全日制課程：配点 ２００点、定時制課程：配点５０点） 

    各学科に関わる５つの質問（質問内容については別に定める）。 

 

（4）作文【定時制課程のみ：配点１５０点】 

   評価の観点・・・表現力・構成力など 

  ア. 検査当日に与えられた課題について４００字程度の文章を作成する。 

  イ. 時間 ５０分間 

 

３．合否の判定 

  上記２(1)から(4)を合計した値を総合点として算出し、各圏を設定する。 

 

４．各圏の設定の仕方 

 

 Ａ圏 

  募集人員の 80％程度の人数が含まれるような範囲を設定し A圏とする。 

 Ｂ圏 
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募集人員の 110%程度が含まれるように範囲を設定し、それから A圏を除いたものを B

圏とする。 

 Ｃ圏 

A圏と B圏を除いた残りを C圏とする。 

 

５．合格者、不合格者の決め方 

ア A 圏の中で下記の条件１の（ａ）（ｂ）のいずれかに該当するもの以外は合格者とす

る。ただし、第二志望のものは、B圏として扱う。 

イ C圏の中で条件２の（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）のいずれかに該当するもの以外は不合格と

する。 

ウ B圏のものにア、イで保留になったものを含めて条件２の（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）によ

り総合的に判断し、合格者を決定する。 

 

  条件１ 

  （ａ）行動の記録に好ましくない記載がある者 

  （ｂ）正当な理由がなく、欠席の数が多い者 

 

  条件２ 

  （ａ）観点別学習状況が著しく良い者 

  （ｂ）学力検査点が著しく高い者 

  （ｃ）内申点が著しく高い者 

  （ｄ）行動等の記録が著しく良い者 
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２ 部活動・資格取得等のランク表（Ｒ７年度） 

 

A B C D 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

文
化
活
動 

[音楽・書道・美術・感想文等] 

〇音楽(吹奏楽、ﾏｰﾁﾝｸﾞ) 

 九州全国 入賞以上 

 九州全国 個人入賞以上 

 県 団体金賞(Ａパート) 

   個人金賞(ソロコン・アンコン) 

〇書道・感想文・図画 

 九州全国 入賞以上 

 県 最優秀、金賞 

※九州全国でも参加賞に準ずる

ものは除く 

※その他 県代表以上 

[音楽・書道・美術・感想文等] 

〇音楽(吹奏楽、ﾏｰﾁﾝｸﾞ) 

県 団体銀賞(Ａパート) 

審査員特別賞(Ｂパート) 

個人銀賞(ソロコン・アンコ

ン) 

 

〇書道・感想文・図画 

 県 優秀、銀賞 

地区 最優秀 

 

※その他 地区代表 

[音楽・書道・美術・感想文等] 

〇音楽(吹奏楽、ﾏｰﾁﾝｸﾞ) 

 県 団体銅賞(Ａパート) 

   奨励賞(Ｂパート) 

地区 金賞 

 

 

〇書道・感想文・図画 

 県 優良、佳作、入選、銅賞 

地区 優秀 

〇部活動の正・副部長 

※その他 学校代表、県レベル

程度の優良賞 

＊
左
記
に
該
当
し
な
い
も
の
で
、
学
級
代
表
程
度
に
相
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の 

[科学・弁論等] 

〇科学作品展 

 九州全国 入賞以上 

 県 最優秀、金賞 

  沖縄県知事賞、沖縄電力社

長賞、沖縄県教育長賞 

〇弁論(少年主張、英語弁論) 

 九州全国 入賞以上 

 県 最優秀 

※九州全国でも参加賞に準ずる

ものは除く 

※その他 県代表以上 

[科学・弁論等] 

〇科学作品展 

 県 優秀、環境奨励賞 

 地区 最優秀、金賞 

 

 

〇弁論(少年主張、英語弁論) 

 県 優秀 

 地区 最優秀 

 

※その他 地区代表 

[科学・弁論等] 

〇科学作品展 

 県 優良、佳作、入選 

 地区 銀賞 

 

 

〇弁論(少年主張、英語弁論) 

 地区 優秀 

ス
ポ
ー
ツ
活
動 

〇各競技大会 

 県 団体 ﾍﾞｽﾄ４以上 

   個人 ﾍﾞｽﾄ８以上 

        

〇各競技大会 

 地区 団体 優勝 

       準優勝以上 

     個人 ﾍﾞｽﾄ８以上 

〇各競技大会 

 学校代表、レギュラー(登録メン

バーであることを指す) 

〇部活動の正・副部長 

〇3年間継続

の部活動、

マネージャ

ー等 

社
会
活
動 

〇継続的活動に対しての九州、

または県全域を対象とした団

体からの表彰等 

〇継続的活動に対して市町村を対

象とした団体の表彰等 

〇生徒会長 

〇継続的活動に対して校内また

は地域を対象とした団体から

の表彰等 

〇生徒会役員 

〇学級会長 

〇一定期間

継続し実績

と判断され

るもの 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

〇計画的・持続的な活動で、県

レベルでの表彰、県代表で全

国大会参加等 

〇学校・地域での継続的な活動で

学校・市町村レベルでの表彰等 

〇学級・地域での継続的 

な活動 

〇長期休業、

イベント等に

おける短期

間の活動 

資
格
取
得
等 

〇英検 準２級以上 

〇漢検 準２級以上 

〇数検 準２級以上 

〇危険物乙種第４類 

〇パソコン検定準２級以上 

〇ワープロ検定 ２級以上 

〇英検 ３級 

〇漢検 ３級 

〇数検 ３級 

〇危険物丙種 

〇パソコン検定 ３級 

〇ワープロ検定 準２級 

〇英検 ４級 

〇漢検 ４級 

〇数検 ４級 

〇ワープロ検定 ３級 

〇各種検定

の５級 

〇ワープロ検

定４級 

 

【備考】① 特色選抜における実績は、出願書類における「証明する書類の写し」として提出された１項目（1 つ

の大会、１つの検定等）について採用する。 

    ② 文化活動の大会、コンテスト等は地区または全県的に組織された団体の主催のものとする。 

③ 書道・硬筆は文科省認定の検定のみ対象とする。 

④ 数学検定１次、２次どちらかのみの合格は、該当する級より１ランク下げる。 

⑤ 上記ランクに該当しない実績は「E ランク」として扱う。 
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３ 特色選抜［入学者選抜における求める生徒像・選抜方法］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校番号 課程

39 全日

計 750 点

250 点

250 点

250 点

学校名 学科・コース
募集定員

（特色＋一般）

北部農林 熱帯農業科 40

選
抜
項
目
・
検
査
方
法
・
配
点

募集定員
（特色選抜） １２名

【各選抜項目における配点】

１．学力検査
　50点満点×5教科 ＝ 250点

２．調査書
　ア. 教科の評定　135点
　イ. 特別活動　40点
　　　　特別活動の記録、行動の記録について、「〇」の数に応じて40点満点で加算する。
　ウ.部活動/資格取得等　75点
　　　　部長、県大会出場、九州(全国)大会出場、その他顕著な活動を75点満点で加算する。
　　　　１項目を加算対象とし、賞状など本人が取得・出場したことを証明する書類の写し(A4版、枚数制限なし)を
　　　　提出する。

３．口頭試問
　ア. 実施内容
　　　　基本質問・・・受検番号、出身中、氏名 / 志望理由 / 中学校での活動状況/ 高校生活の抱負 　など
　　　　口頭試問・・・本学科の【求める生徒像(アドミッションポリシー)】【選抜において重視する観点】に関する
                     質問を含む。

　イ. 配点
　　　　基本質問　50点、　口頭試問　200点
　ウ. 所要時間　1人10～15分程度
　エ. 実施方法　個人面接形式
　オ. 面接委員の構成　1組2名
　カ. 評価の観点　　応答内容 / 態度・言葉遣い / 服装容疑 / 他

上記１～３を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像に照らして総合的に判断し、選抜する。

求
め
る
生
徒
像
・
選
抜
に
お
い
て
重
視
す
る
観
点

【求める生徒像（アドミッションポリシー）】

〇植物や動物が好きで、農業や食、環境、ものづくりに興味・関心がある生徒
〇目的意識を持ち、意欲的に学ぶことができる生徒
〇身につけた知識・技術を活かし、将来、地域や社会に貢献したい生徒
〇生徒会や部活動などで頑張り、学校を盛りあげたい生徒

【選抜において重視する観点】

〇家畜やくだもの、資源作物に興味がある生徒
〇将来就農を目指す生徒

備
考
等

・「選抜項目・検査方法・配点　２．調査書」における「イ.特別活動」「ウ.部活動/資格取得等」の配点については、別に定める。

・出願に関する要件
　①　勤怠・・・・・・ 無届欠席が３年間で1５日以上のもの、または無届欠席が５日以上の学年があるものは出願できない。
　②　評定平均・・・3.0以上のものを出願対象とする。※

　　　※〈算出方法〉 評定平均 ＝ （１～3年までの全教科の評定の合計）÷27　（小数第2位を四捨五入）
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学校番号 課程

39 全日

計 750 点

250 点

250 点

250 点

学校名 学科・コース
募集定員

（特色＋一般）

北部農林 園芸工学科 40

選
抜
項
目
・
検
査
方
法
・
配
点

募集定員
（特色選抜） １２名

【各選抜項目における配点】

１．学力検査
　50点満点×5教科 ＝ 250点

２．調査書
　ア. 教科の評定　135点
　イ. 特別活動　40点
　　　　特別活動の記録、行動の記録について、「〇」の数に応じて40点満点で加算する。
　ウ.部活動/資格取得等　75点
　　　　部長、県大会出場、九州(全国)大会出場、その他顕著な活動を75点満点で加算する。
　　　　１項目を加算対象とし、賞状など本人が取得・出場したことを証明する書類の写し(A4版、枚数制限なし)を
　　　　提出する。

３．口頭試問
　ア. 実施内容
　　　　基本質問・・・受検番号、出身中、氏名 / 志望理由 / 中学校での活動状況/ 高校生活の抱負 　など
　　　　口頭試問・・・以下の①②に関する質問を含む。
          ① 本学科の【求める生徒像(アドミッションポリシー)】【選抜において重視する観点】に関すること。
          ② 中学校 技術・家庭科（技術分野）　単元「生物育成の技術」の「生物育成の技術の原理・法則と
　　　　　　　 仕組み」に関すること。

　イ. 配点
　　　　基本質問　50点、　口頭試問　200点
　ウ. 所要時間　1人10～15分程度
　エ. 実施方法　個人面接形式
　オ. 面接委員の構成　1組2名
　カ. 評価の観点　　応答内容 / 態度・言葉遣い / 服装容疑 / 他

上記１～３を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像に照らして総合的に判断し、選抜する。

求
め
る
生
徒
像
・
選
抜
に
お
い
て
重
視
す
る
観
点

【求める生徒像（アドミッションポリシー）】

〇植物や動物が好きで、農業や食、環境、ものづくりに興味・関心がある生徒
〇目的意識を持ち、意欲的に学ぶことができる生徒
〇身につけた知識・技術を活かし、将来、地域や社会に貢献したい生徒
〇生徒会や部活動などで頑張り、学校を盛りあげたい生徒

【選抜において重視する観点】

〇野菜や草花の栽培、バイオ技術に興味・関心のある生徒
〇将来就農を目指す生徒

備
考
等

・「選抜項目・検査方法・配点　２．調査書」における「イ.特別活動」「ウ.部活動/資格取得等」の配点については、別に定める。

・出願に関する要件

　①　勤怠・・・・・・ 無届欠席が３年間で1５日以上のもの、または無届欠席が５日以上の学年があるものは出願できない。
　②　評定平均・・・3.0以上のものを出願対象とする。※

　　　※〈算出方法〉 評定平均 ＝ （１～3年までの全教科の評定の合計）÷27　（小数第2位を四捨五入）
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学校番号 課程

39 全日

計 750 点

250 点

250 点

250 点

学校名 学科・コース
募集定員

（特色＋一般）

北部農林 林業緑地科 40

選
抜
項
目
・
検
査
方
法
・
配
点

募集定員
（特色選抜） １６名

【各選抜項目における配点】

１．学力検査
　50点満点×5教科 ＝ 250点

２．調査書
　ア. 教科の評定　135点
　イ. 特別活動　40点
　　　　特別活動の記録、行動の記録について、「〇」の数に応じて40点満点で加算する。
　ウ.部活動/資格取得等　75点
　　　　部長、県大会出場、九州(全国)大会出場、その他顕著な活動を75点満点で加算する。
　　　　１項目を加算対象とし、賞状など本人が取得・出場したことを証明する書類の写し(A4版、枚数制限なし)を
　　　　提出する。

３．口頭試問
　ア. 実施内容
　　　　基本質問・・・受検番号、出身中、氏名 / 志望理由 / 中学校での活動状況/ 高校生活の抱負 　など
　　　　口頭試問・・・以下の①〜④に関する質問を含む。
　　　　　　　① 本学科の【求める生徒像(アドミッションポリシー)】【選抜において重視する観点】に関すること。
　　　　　　　② 中学校 理科　第２分野　単元「自然と人間」に関すること。
　　　　　　　③ 森林の多面的機能に関すること。
　　　　　　　④ 面積計算に関すること。
　イ. 配点
　　　　基本質問　50点、　口頭試問　200点
　ウ. 所要時間　1人10～15分程度
　エ. 実施方法　個人面接形式
　オ. 面接委員の構成　1組2名
　カ. 評価の観点　　応答内容 / 態度・言葉遣い / 服装容疑 / 他

上記１～３を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像に照らして総合的に判断し、選抜する。

求
め
る
生
徒
像
・
選
抜
に
お
い
て
重
視
す
る
観
点

【求める生徒像（アドミッションポリシー）】

〇植物や動物が好きで、農業や食、環境、ものづくりに興味・関心がある生徒
〇目的意識を持ち、意欲的に学ぶことができる生徒
〇身につけた知識・技術を活かし、将来、地域や社会に貢献したい生徒
〇生徒会や部活動などで頑張り、学校を盛りあげたい生徒

【選抜において重視する観点】

〇環境問題や自然、庭づくりに興味のある生徒
〇ものづくりが好きな生徒

備
考
等

・「選抜項目・検査方法・配点　２．調査書」における「イ.特別活動」「ウ.部活動/資格取得等」の配点については、別に定める。

・出願に関する要件
　①　勤怠・・・・・・ 無届欠席が３年間で1５日以上のもの、または無届欠席が５日以上の学年があるものは出願できない。
　②　評定平均・・・3.0以上のものを出願対象とする。※

　　　※〈算出方法〉 評定平均 ＝ （１～3年までの全教科の評定の合計）÷27　（小数第2位を四捨五入）
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学校番号 課程

39 全日

計 750 点

250 点

250 点

250 点

学校名 学科・コース
募集定員

（特色＋一般）

北部農林 生活科学科 40

選
抜
項
目
・
検
査
方
法
・
配
点

募集定員
（特色選抜） １６名

【各選抜項目における配点】

１．学力検査
　50点満点×5教科 ＝ 250点

２．調査書
　ア. 教科の評定　135点
　イ. 特別活動　40点
　　　　特別活動の記録、行動の記録について、「〇」の数に応じて40点満点で加算する。
　ウ.部活動/資格取得等　75点
　　　　部長、県大会出場、九州(全国)大会出場、その他顕著な活動を75点満点で加算する。
　　　　１項目を加算対象とし、賞状など本人が取得・出場したことを証明する書類の写し(A4版、枚数制限なし)を
　　　　提出する。

３．口頭試問
　ア. 実施内容
　　　　基本質問・・・受検番号、出身中、氏名 / 志望理由 / 中学校での活動状況/ 高校生活の抱負 　など
　　　　口頭試問・・・次の①②に関する質問を含む。
　　　　　　　① 本学科の【求める生徒像(アドミッションポリシー)】【選抜において重視する観点】に関すること。
　　　　　　　② 中学校 技術・家庭科（家庭分野） 単元「家族・家庭生活」、「衣食住の生活(食生活)」に関すること。
　イ. 配点
　　　　基本質問　50点、　口頭試問　200点
　ウ. 所要時間　1人10～15分程度
　エ. 実施方法　個人面接形式
　オ. 面接委員の構成　1組2名
　カ. 評価の観点　　応答内容 / 態度・言葉遣い / 服装容疑 / 他

上記１～３を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像に照らして総合的に判断し、選抜する。

求
め
る
生
徒
像
・
選
抜
に
お
い
て
重
視
す
る
観
点

【求める生徒像（アドミッションポリシー）】

〇植物や動物が好きで、農業や食、環境、ものづくりに興味・関心がある生徒
〇目的意識を持ち、意欲的に学ぶことができる生徒
〇身につけた知識・技術を活かし、将来、地域や社会に貢献したい生徒
〇生徒会や部活動などで頑張り、学校を盛りあげたい生徒

【選抜において重視する観点】

〇調理や保育、福祉に興味・関心のある生徒

備
考
等

・「選抜項目・検査方法・配点　２．調査書」における「イ.特別活動」「ウ.部活動/資格取得等」の配点については、別に定める。

・出願に関する要件
　①　勤怠・・・・・・ 無届欠席が３年間で1５日以上のもの、または無届欠席が５日以上の学年があるものは出願できない。
　②　評定平均・・・全体の評定平均3.0以上※、且つ技術・家庭科の評定平均3.0以上※※のものを出願対象とする。

　　　　　※〈算出方法〉 評定平均 ＝ （１～3年までの全教科の評定の合計）÷27　（小数第2位を四捨五入）
　　　 ※※〈算出方法〉 技術・家庭科の評定平均 ＝ （１～3年までの技術・家庭科の評定の合計）÷３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（小数第2位を四捨五入）
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学校番号 課程

39 全日

計 750 点

250 点

250 点

250 点

学校名 学科・コース
募集定員

（特色＋一般）

北部農林 食品科学科 40

選
抜
項
目
・
検
査
方
法
・
配
点

募集定員
（特色選抜） １６名

【各選抜項目における配点】

１．学力検査
　50点満点×5教科 ＝ 250点

２．調査書
　ア. 教科の評定　135点
　イ. 特別活動　40点
　　　　特別活動の記録、行動の記録について、「〇」の数に応じて40点満点で加算する。
　ウ.部活動/資格取得等　75点
　　　　部長、県大会出場、九州(全国)大会出場、その他顕著な活動を75点満点で加算する。
　　　　１項目を加算対象とし、賞状など本人が取得・出場したことを証明する書類の写し(A4版、枚数制限なし)を
　　　　提出する。

３．口頭試問
　ア. 実施内容
　　　　基本質問・・・受検番号、出身中、氏名 / 志望理由 / 中学校での活動状況/ 高校生活の抱負 　など
　　　　口頭試問・・・次の①〜④に関する質問を含む。
　　　　　　① 本学科の【求める生徒像(アドミッションポリシー)】【選抜において重視する観点】に関すること。
　　　　　　② 食品ロスや地産地消に関すること。
　　　　　　③ 中学校 技術・家庭科（家庭分野） 単元「衣食住の生活（食生活）」に関すること。
　　　　　　④ パンやクッキーなどの作り方や原理に関すること。

　イ. 配点
　　　　基本質問　50点、　口頭試問　200点
　ウ. 所要時間　1人10～15分程度
　エ. 実施方法　個人面接形式
　オ. 面接委員の構成　1組2名
　カ. 評価の観点　　応答内容 / 態度・言葉遣い / 服装容疑 / 他

上記１～３を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像に照らして総合的に判断し、選抜する。

求
め
る
生
徒
像
・
選
抜
に
お
い
て
重
視
す
る
観
点

【求める生徒像（アドミッションポリシー）】

〇植物や動物が好きで、農業や食、環境、ものづくりに興味・関心がある生徒
〇目的意識を持ち、意欲的に学ぶことができる生徒
〇身につけた知識・技術を活かし、将来、地域や社会に貢献したい生徒
〇生徒会や部活動などで頑張り、学校を盛りあげたい生徒

【選抜において重視する観点】

〇食品の製造や科学実験に興味・関心がある生徒

備
考
等

・「選抜項目・検査方法・配点　２．調査書」における「イ.特別活動」「ウ.部活動/資格取得等」の配点については、別に定める。

・出願に関する要件
　①　勤怠・・・・・・ 無届欠席が３年間で1５日以上のもの、または無届欠席が５日以上の学年があるものは出願できない。
　②　評定平均・・・3.0以上のものを出願対象とする。※

　　　※〈算出方法〉 評定平均 ＝ （１～3年までの全教科の評定の合計）÷27　（小数第2位を四捨五入）
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学校番号 課程

60 定時

計 750 点

250 点

250 点

100 点

150 点

　ア. 実施内容
　　　　基本質問・・・受検番号/ 出身中/ 氏名/ 志望理由/ 中学校での活動状況/ 高校生活の抱負 　など
　　　　口頭試問・・・次の①②に関する質問を含む。
　　　　　　① 本学科の【求める生徒像(アドミッションポリシー)】【選抜において重視する観点】に関すること。
　　　　　　② 資格取得に関すること。

　イ. 配点
　　　　基本質問　50点、　口頭試問　50点
　ウ. 所要時間　1人10～15分程度
　エ. 実施方法　個人面接形式
　オ. 面接委員の構成　1組2名
　カ. 評価の観点　　応答内容/ 態度・言葉遣い/ 服装容疑/ 他
       ※場面緘黙を抱える生徒には筆談で対応する。

上記１～４を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像に照らして総合的に判断し、選抜する。

備
考
等

・「選抜項目・検査方法・配点　２．調査書」における「イ.特別活動」「ウ.部活動/資格取得等」の配点については、別に定める。

・出願に関する要件
　①　勤怠・・・・・・ 無届欠席が３年間で1５日以上のもの、または無届欠席が５日以上の学年があるものは出願できない。
　②　評定平均・・・2.0以上のものを出願対象とする。※

　　　　　※〈算出方法〉 評定平均 ＝ （１～3年までの全教科の評定の合計）÷27　（小数第2位を四捨五入）

選
抜
項
目
・
検
査
方
法
・
配
点

募集定員
（特色選抜） １２ 名

【各選抜項目における配点】

　ア. 実施方法　　当日与えられた課題について400字程度の文章を作成する。
　イ. 時間　　　　　50分間
　ウ. 評価の観点　　表現力/ 構成力

４．作文

　ア. 教科の評定　135点
　イ. 特別活動　40点
　　　　特別活動の記録、行動の記録について、「〇」の数に応じて40点満点で加算する。
　ウ.部活動/資格取得等　75点
　　　　部長、県大会出場、九州(全国)大会出場、その他顕著な活動を75点満点で加算する。
　　　　１項目を加算対象とし、賞状など本人が取得・出場したことを証明する書類の写し(A4版、枚数制限なし)を
　　　　提出する。

３．口頭試問

１．学力検査
　50点満点×5教科 ＝ 250点

２．調査書

求
め
る
生
徒
像
・
選
抜
に
お
い
て
重
視
す
る
観
点

【求める生徒像（アドミッションポリシー）】

○植物や自然が好きで、農業や食、環境、ものづくりに興味・関心がある生徒
○働きながら高校卒業を目指したい生徒
○学び直しなど、自分のペースで勉強したい生徒
○身につけた知識・技術を活かし、将来、地域や社会に貢献したい生徒

【選抜において重視する観点】

〇働きながら学業との両立ができ、農業に興味・関心がある生徒
〇社会の一員としてルールを守り、他者と協力して行動できる生徒

学校名 学科・コース
募集定員

（特色＋一般）

北農(定) 農業科 40
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４ 令和７年度 一般選抜 合否判定基準 
沖縄県立北部農林高等学校 

(1) 内申書類審査について 

・調査書中の１年～３年までの９教科の評定の中で音楽、美術、保健体育、技術・家庭

の４教科については、それぞれ補正係数 1.5 をかけて評定合計を補正する。 

・補正していない国語、社会、数学、理科、英語の５教科の評定合計と、補正した４教

科評定合計を合計したものを志願者の内申点とする。 

・志願者の志望学科及び出欠、健康、行動、特別活動、特技、諸活動、資格等の特記す

べき事項を調査書から取り上げる。 

 

(2) 学力検査について 

 ・5教科の学力検査の得点を合計したものを学力検査点とする。 

 

(3) 面接について 

 ・提出書類の記載事項の確認及び志願者についての理解を深め、志願者の特性、目的意識

を確認する。 

 

(4) 合否の判定について 

・調査書と学力検査点は、５：５の比重で合否判定を行う。内申点と学力検査点を基にし

た総合点の算出により、各圏を設定する。 

 

(5) 各圏の設定の仕方 

 

 Ａ圏 

  内申点、学力検査点に基づいて募集人員(特色選抜合格者を除く、以下同じ)の 80％

程度の人数が含まれるような範囲を設定し A圏とする。 

 Ｂ圏 

募集人員の 110%程度が含まれるように範囲を設定し、それからＡ圏を除いたものを B

圏とする。 

 Ｃ圏 

Ａ圏とＢ圏を除いた残りを C圏とする。 

 

(6) 合格者、不合格者の決め方 

ア A 圏の中で下記の条件１の（ａ）（ｂ）のいずれかに該当するもの以外は合格者とす

る。ただし、第二志望のものは、B圏として扱う。 

イ C圏の中で条件２の（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）のいずれかに該当するもの以外は不合格と

する。 

ウ B圏のものにア、イで保留になったものを含めて条件２の（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）によ

り総合的に判断し、合格者を決定する。 
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  条件１ 

  （ａ）行動の記録に好ましくない記載がある者 

  （ｂ）正当な理由がなく、欠席の数が多い者 

 

  条件２ 

  （ａ）観点別学習状況が著しく良い者 

  （ｂ）学力検査点が著しく高い者 

  （ｃ）内申点が著しく高い者 

  （ｄ）行動等の記録が著しく良い者 

 


